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１．はじめに 

願書及び図面等の記載要件の簡素化を伴う省令改正を踏まえ、施行日（令和元

年 5 月 1 日）以降の意匠登録出願で、図面に実線と破線等での描き分けのある出願

（現行の部分意匠と同様の図面表現）及び開示されていない面のある出願に対し、新

たに D ターム記号ＶＺＡ及びＶＺＢを新設します。 

 

２．概要 

改正省令施行日に現行日本意匠分類を改正し、新たに付与運用を開始するＤター

ム記号ＶＺＡ及びＶＺＢについて、「日本意匠分類 分類一覧表」を以下のように修正し

ます。 

 

【修正箇所】 

日本意匠分類 分類一覧表 ＞ 凡例 ＞ Ｉ．分類構成 ＞ Ｉ－４ Ｄタームの構成 

 

【修正内容】（下線部が新規追加箇所、該当箇所のみ抜粋） 

（４）共通な条件を有する物品間、または、共通タームを設けることで審査効率の向

上を期待しうる物品分野においては、Ｄターム記号に共通の意味を与えること

ができる。 

（５）全ての意匠分類（画像意匠分類を除く）に対し、次の二つのＤタームを設ける。

なお、各意匠分類におけるＤターム記号及びＤタームの表示の記載は省略す

る。 

①ＶＺＡ：図の中で意匠登録を受けようとする部分とその他の部分とを描き分け

たもの 

②ＶＺＢ：外観の一部の面が開示されていないもの 

（６）Ｄタームに階層は設けない。 

 

 

３．運用開始 

 出願日が令和元年５月１日以降の意匠登録出願より本運用を適用します。 




